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委員会等活動方針

会　　計
担当：加藤俊輔

【活動方針】

1.　適正な予算執行を行い、収支及び財政の状況を 3 ヶ月毎に報告する。
2.　会長及び幹事との連絡を密にして、会員に分かりやすく適正な会計処理を行う。
3.　会費の自動振替制度の促進をはかる。

会計監査
担当：大沢日出夫

【活動方針】

　クラブ細則第 12 条第 4 節の規定に従い、全ての資金について下記に基づき年 1 回監査を実施
する。

1.　当クラブの資金は、細則第 12 条第 1 節の規定により、その予算を限度として執行されてい
　   るか。
2.　当クラブの資金は、細則第 12 条第 2 節の規定により管理されているか。
3.　当クラブの資金は、細則第 12 条第 3 節の規定により適切な方法で支払いが行われているか。

Ｓ . Ａ . Ａ

S.A.A：豊田高行 副 S.A.A：新井　進
委員：山田二三夫、神戸廣通、鮫島弘武
　　　若海宗承

【活動方針】

　S.A.A（Sergeant at Arms）は例会場の秩序を保つためのあらゆる権限を持つ管理権者（会場監督）
です。会長方針並びに理事会の決定事項に従い、例会や各種会合の円滑な運営と会員の質を高め
るため、プログラム・出席・会場運営・スマイル委員会等と連携を図り、単なる事務的な監督に
とどまらず、例会を楽しく、品位を守り、秩序ある学びの場にするための責任を担っていきます。
会員各位のご協力をお願いいたします。
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クラブ管理運営委員会

委員長：江原武男
副委員長：安濃和正
　　　　　石河秀夫

委員： 米山　剛、小暮直正、若海宗承
　　　石垣李枝子、吉井一裕、島津貴恵

【活動方針】

　クラブ管理運営部門は、会員一人一人が自己を高め、親睦を通じて奉仕の理想を実践できる環
境を整えることが最優先事項です。RI 会長方針である「CREATE LASTING IMPACT」「持続可能な
インパクトを生み出そう」を松田会長も活動方針としております。会長方針に則り、クラブ管理
運営部門の各委員長の活動方針をよく理解し、連携を取りながらより良い活動ができるよう支援
して参ります。

親睦活動委員会

委員長：米山　剛
副委員長：澤幡智史
　　　　　青野智行
　　　　　島津貴恵

委員：豊田高行、木村淳一、小室伸和、大塚洋幸
　　　牛久祐一、加藤俊輔、城岡太史郎
　　　生井正夫、青木美樹、新戸　薫、岡安直澄
　　　河上祐之、大場貴文、井田　貴、酒匂良平

【活動方針】

　奉仕活動を実りあるものとするためには、まずクラブ内における会員同士の親睦を深め、信
頼できる仲間づくりが重要であると考えております。本年度のクラブビジョンを念頭に、情熱

（Passion）を持ち続けながら、誰もが参加したくなるような魅力ある活動に取り組んで参ります。

1.　結婚祝・誕生祝の記念品の贈呈。
2.　クリスマス例会等の会員家族の親睦会の開催。
3.　親睦ゴルフコンペの開催。
4.　親睦旅行の開催。
5.　夜間例会・新会員歓迎会の開催。
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プログラム委員会

委員長：小暮直正 副委員長：永島信之 委員：岡田直己、横家　豪、近藤正成、大澤弘一

【活動方針】

　例会はロータリー活動における根幹であり、親睦を深めながら自己研鑽をし、ロータリーの理
念を学ぶ場です。
　その例会が楽しく有意義なものになるよう、今年度のクラブ活動方針にある「クラブ体験の向上」
を念頭に、学びある充実したプログラム編成に努めます。

1.　新会員によるイニシエーションスピーチや、中堅・ベテラン会員による卓話を通じて、会員
　   同士の親睦と相互理解を図ります。
2.　月間に因んだ卓話を企画することで、ロータリーへの理解を深める機会を作ります。
3.　委員会メンバーをはじめとする、会員各位の豊富な人脈とアイディアを活かし、「クラブ体験
　   の向上」に資する、面白味のあるプログラム編成を目指します。
4.　例会スケジュールについて、会長・幹事・S.A.A・会場運営委員会と連絡調整を取りながら、
　   スムーズな例会運営を心掛けます。

ロータリー情報委員会
委員長：若海宗承 副委員長：森田　隆 委員：瀧田貴夫

【活動方針】

1.　地区運営方針・会長方針、並びにビジョン声明の正しい理解と実現に向け、タイムリーに情
　   報を発信します。
2.　会員の皆様が楽しいロータリーライフを過ごせるように、前期と後期にオリエンテーション
　   と家族集会を企画し開催します。
3.　入会候補者に対し、ロータリーの目的等の情報を提供し、ロータリーの理解を深めるよう
　   サポートします。
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出席委員会

委員長：石垣李枝子 副委員長：清水勝吉 委員：大野保司、秋葉純人、青木美樹、田村　勝

【活動方針】

1.　例会への出席の重要性をお伝えすると共に、メーキャップの活用・クラブや地区の活動への
　   参加を呼びかけ致します。
2.　例会を欠席なさる際の、事務局への連絡を周知致します。
3.　例会の受付は、笑顔で明るく・挨拶・対応させて頂きます。

会場運営委員会

委員長：吉井一裕
副委員長：中村　守
　　　　　吉澤紀親

委員：澤石順一、大野保司、澤幡智史、松永賢一
　　　中里智博、宮部政夫、秋葉純人
　　　江里口謙吾、國府田誠、青木義枝
　　　井場さおり、石井順一、中村朝啓
　　　渡辺秀雄、波多貢輔、大場貴文、井田　貴
　　　秋山眞樹、酒匂良平、小堤洋太郎

【活動方針】

1.　会長・幹事・S.A.A、プログラム委員会・親睦活動委員会と綿密な打ち合わせをし、例会の円滑な

　   運営ができるよう努めます。
2.　ビジター・ゲストの方がまた来たいと思って頂けるよう、自然な進行に努めます。
3.　委員会を通して例会出席率の向上と全員で設営をして連帯感とロータリー活動を楽しみます。

スマイル委員会

委員長：島津貴恵 副委員長：佐々木一真
委員：大沢日出夫、髙橋和彦、石井順一
　　　田村　勝

【活動方針】

1.　明るく和やかな例会の雰囲気づくりに努めます。
2.　スマイルを通じて会員同士のコミュニケーションを深め、新会員も馴染みやすい温かなクラ
　   ブづくりを進めます。
3.　スマイルに意義を共有し、奉仕の心を育む活動の輪を広げます。
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戦略計画委員会

委員長：安濃和正 副委員長：澤田裕二 委員：石河秀夫、森田　隆、瀧田貴夫、中川　訓

【活動方針】

　『持続可能なインパクトを生み出そう』に基づき会員増強維持・楽しいプログラム作り、地域に
変化をもたらす奉仕活動・持続可能な国際奉仕等、クラブ行動計画推進リーダーと共に各委員会
にアドバイスをし戦略計画を立てていきます。

クラブ行動計画推進リーダー
リーダー：石河秀夫

【活動方針】

　クラブ行動計画推進リーダーは、2024-2025 年度に設置されたもので、3 年を目途に、アクショ
ンプラン（行動計画）を推進することを目標としています。
　瀧田年度に始まり、松田年度に引き継がれるクラブの行動計画です。その計画は、概ね次のと
おりだと思います。すなわち、楽しい例会活動等を通じて会員相互が理解し、社会に奉仕する機
会とし、会員の維持増強を推進する、というものです。
　そのためには、理事会の活性化が必要不可欠です。活性化とは、活動目標を明確にして行事を
丁寧に企画準備し、会員一人一人が納得して積極的に参加できるような土台をつくる議論をして
いく、ということです。
　理事会のみなさん、委員会の各委員の方々、一体となって知恵を絞り楽しいクラブ運営ができ
るよう、微力ながら活動していきます。
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クラブ会報委員会

委員長：中島雅樹 副委員長：吉井一裕
委員：中里智博、鈴木義隆、神代太一、渡辺秀雄
　　　波多貢輔、河上祐之、秋山眞樹
　　　小堤洋太郎

【活動方針】

　毎例会の活動を記録・編集し、クラブ会報を通じてロータリー情報及びクラブ活動の共有と理
解促進を図ります。

1.　会報は原則として次回例会までに発行します。
2.　内容を適切に編集し、読みやすい誌面づくりに努めます。
3.　会報をクラブホームページに掲載し、ロータリー活動の対外的発信を推進します。

公共イメージ委員会
委員長：中島雅樹 副委員長：小林威朗 委員：

【活動方針】

　ロータリークラブの活動と理念を地域社会に広く発信し、認知と理解を深め、公共イメージの
向上に努めます。

1.　クラブの奉仕活動や事業内容を、SNS・ホームページ・各種広報媒体を通じて積極的かつ継
　   続的に発信し、地域に開かれたクラブ運営を推進します。
2.　「ポリオ根絶」運動の意義を広く周知するとともに、関連事業への積極的な協力と参加を行
　   います。
3.　My Rotary への登録促進を図り、ロータリーに関する情報の利活用を推進します。
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会員構成委員会
委員長：中村聡久 副委員長：横家　豪 委員：井橋英蔵

【活動方針】

　会員増強維持委員会及び会員選考委員会と連携し、ロータリアンとしてふさわしい人材の増強
に努めて参ります。また越谷ロータリークラブとしてバランスの取れた職業人の構成を目指し、
現実に即した職業分類及び会員構成表の整備を進め、会員増強に寄与して参ります。

会員増強維持委員会

委員長：奥田邦彦 副委員長：神代太一
委員：中島美三郎、神戸廣通、野見山哲二
　　　蓮見典史、若海宗承、中村　守、江藤真吾
　　　宮部政夫

【活動方針】

　前年度は 100 名を達成しました。この素晴らしい規模をこれからも維持していくために、本年
度は会員皆様のご紹介を軸とした、新しい仲間づくりを丁寧に進めて参ります。これまで築き上
げてきたクラブの伝統と信頼を大切にしながら、一人でも多くの方に私たちの活動を知って頂き、
加わって頂けるよう努めます。100 名という活気ある規模を安定的にキープできるよう、皆様の
ご協力を宜しくお願い致します。

雑誌広報委員会

委員長：小林威朗 副委員長：秋葉純人
委員：大沢日出夫、大澤弘一、松永賢一
　　　石垣李枝子

【活動方針】

　「読む → 気づく → 行動」
　雑誌広報委員会は『ロータリーの友』を通じて、会員の学びを実践へとつなげる役割を担う。
単なる記事紹介にとどまらず、クラブ活動への示唆を添え「読む・気づく・行動する」流れを生
み出すことを基本方針とする。特に、持続可能なインパクト創出、会員増強と満足度向上、地域
及び国際奉仕の深化に資する記事を選定し、分かりやすく簡潔に発信する。これにより雑誌をク
ラブの成長と変革を促す実践的な情報源として活用し、例会や事業への波及を図る。
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会員選考委員会

奉仕プロジェクト委員会
委員長：中川　訓 副委員長：木村淳一 委員：小森秀彦、平野慎也、鈴木隆広

【活動方針】

　今年度 RI 会長メッセージにある基本的考え方「CREATE LASTING IMPACT」に則り奉仕活動を
実施する。具体的には

1.　社会的問題・課題を理解し、その解決に少しでも寄与できる活動・プロジェクトを実行する。
2.　世界平和の実現と言う理想へ向かう困難な道のりの一歩となるべく、可能な限り永続的な
　   インパクトをもたらすプロジェクトを実行する。

委員長：平田徳久 副委員長：浅見冨司雄 委員：坂巻幸次、井橋吉一、森田　隆

【活動方針】

　推薦された会員候補者のロータリアンとしての適格性を会員増強維持委員会及び会員構成委員
会と連携しながら、特に下記の点に留意して選考します。

1.　人格・職業上の評判及び社会的地位はどうか。
2.　奉仕活動やボランティア活動に興味を持ち、参加できるか。
3.　例会・クラブ行事へ積極的に参加できるか。

職業奉仕委員会

委員長：木村淳一
副委員長：宮部政夫
　　　　　城岡太史郎

委員：山田二三夫、木内英二、下川雅丈
　　　深野洋二、鈴木　功、山本完治
　　　清松瑤一郎、天草大輔、中川美紀
　　　青木　勲、生井正夫、佐々木一真

【活動方針】

　職業を通じて奉仕することを基礎とし、地元地域の個人や会社、またそれ以外の繋がりも大事
にして以下の通りの活動を行っていきます。

1.　第一例会で「ロータリーの目的」「四つのテスト」の唱和を行う。
2.　職場見学会を実施する。
3.　会員の健康増進を目的とした行事を実施する。
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国際奉仕委員会

委員長：平野慎也
副委員長：吉野寛治
　　　　　江藤真吾
　　　　　鈴木義隆

委員：中島美三郎、澤石順一、丹田益生
　　　野見山哲二、蓮見典史、増元　晃
　　　飯塚忠幸、永島信之、中村聡久、小室伸和
　　　牛久祐一、長澤告幸

【活動方針】

　国際奉仕活動や他国クラブとの交流を通じて、国や文化の違いを超えた相互理解を促進させ、
会員一人一人の国際感覚と奉仕意識の向上を目指します。

1.　地区補助金（大口枠）を利用し、ベトナムへの奉仕活動を行います。
2.　スペイン国際大会への多数の参加を促し、他国クラブとの交流を深める機会とする。
3.　姉妹クラブであるキャンベルタウン RC との調印式に臨み、更なる友好関係を築けるよう交流
　   を行う。

社会奉仕委員会

委員長：小森秀彦
副委員長：加藤俊輔
　　　　　青野智行

委員：川口一海、井橋英蔵、大塚洋幸、大野凛子
　　　江里口謙吾、國府田誠、大野泰嗣
　　　神代太一、井場さおり、中村朝啓
　　　新戸　薫、河上祐之

【活動方針】

　地域のニーズに則し、インパクトをもたらす社会奉仕プロジェクトを企画 ･ 運営します。

1.　第 51 回越谷市民まつりにおいて「三ノ宮卯之助に挑戦 越谷力持ち大会」を企画・運営します。
2.　地区補助金（通常枠）を利用し、地域の奉仕団体【神社 de ままマルシェ実行委員会】と連
　   携し地域に持続的支援となる事業を行います。
3.　災害等発生時に、義援金を募り被災地等へ支援活動を行います。
4.　越谷市、保育事業者と連携を図り、令和 8 年から開始された【こども誰でも通園制度】の利
　   用支援を行い、子育て支援、こどもの発育支援事業を行います。　
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青少年奉仕委員会

委員長：鈴木隆広
副委員長：吉澤紀親
　　　　　青木美樹

委員：安濃和正、鮫島弘武、深野洋二、吉村総一
　　　山田託也、大野凛子、青木義枝、岡安直澄

【活動方針】

　奉仕活動・イベントを通して、次世代を担う青少年の健全育成に寄与する。

1.　青少年交換
　   地区青少年交換委員会と連携し派遣・来日学生の生活を、委員会・カウンセラー・ホストファミリー・
　   ROTEX との連携によりサポートする。
2.　ローターアクトクラブ 
　  活動の企画・運営を協力・支援し、地区や地域の活動に積極的に参加するよう助言をする。
3.　RYLA　   
　  若者のためのリーダー養成プログラムであり、学生・クラブ会員の子弟・従業員等の参加を支援する。
4.　その他
　  地区・クラブ等の奉仕活動やイベントの情報発信を通じ、青少年のロータリー活動への理解・関心
　  を促す。

米山記念奨学委員会

委員長：髙橋和彦 副委員長：横家　豪
委員：桃木俊郎、浅見冨司雄、増元　晃
　　　天草大輔

【活動方針】

　ロータリー米山記念奨学会の理念に基づき、奨学事業への理解促進と寄付の推進に努めるとと
もに、奨学生との交流を通じて国際理解と人材育成に貢献して参ります。
　
1.　会員と奨学生の交流を通じ相互の国際理解を促進して参ります。
2.　会員一人 25,000 円（普通寄付 5,000 円・特別寄付 20,000 円）を目標に掲げ、米山記念奨学
　  事業に大きく貢献できるよう努めます。
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ロータリー財団委員会

委員長：吉野寛治 副委員長：中島美三郎
委員：山田二三夫、若海宗承、中村聡久
　　　長澤告幸

【活動方針】

　国際ロータリーの活動を支えるロータリー財団の意義と仕組みについて、会員の理解を一層深
めるとともに、財団への寄付の推進及び各種プログラムへの積極的な参加を促進する。

1.　例会（特に月初）において、ロータリー財団への寄付の意義を周知し、寄付の奨励を行う。
2.　会員一人当たり、年次基金 200 ドル＋ポリオプラス基金 50 ドルを目標として寄付の推進を
　   行う。
3.　恒久基金への寄付を推進し、新たなベネファクター 1,000 ドル× 2 名の目標達成に努める。
4.　ポール・ハリス・ソサエティ（PHS）× 2 名、ポリオ・プラス・ソサエティ（PPS）× 2 名
　   の目標達成に努める。
5.　会員への情報提供及び理解促進を通じて、財団活動への参加意識の向上を図る。


